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１ はじめに 

新燃岳では H23 年 1 月からの噴火に伴い、火口周辺で降灰等の降下火砕物の堆積が確認されており、降雨

による土石流の発生や土砂移動による下流の河道上昇が懸念されている。平成 24 年 4 月現在、新燃岳の噴火

警戒レベルは３が継続中であることから、半径 3km 圏内は立ち入り禁止の状況となっており、山頂付近の土

砂移動状況の詳細を把握することが困難となっている。そのため、鹿児島県土木部砂防課では、火口から南南

東方向、半径 2～3km 付近に位置する渓流（中岳谷）の谷出口付近の河床変動状況をモニタリングし、下流へ

の土砂流出を H23 年 6 月から監視している。その結果、一定の雨量が発生した場合にモニタリング地点で降

下火砕物の流出による河道上昇が発生する傾向が確認された。本発表は、その調査結果について報告する。

２ 調査位置と手法 

調査対象とした渓流は、新燃岳の南南東に位置する中岳を

源頭部に持つ土石流危険渓流Ⅰ、流域面積 0.35k ㎥の中岳谷

である。中岳谷は、衛星画像データや無人航空機計測により

確認された降灰範囲内に位置している（図-1）。 

河床変動をモニタリングした地点は、谷出口付近の火口か

ら半径 3km 付近で、幅約 10ｍ、河床勾配は 2～3°程度（流出

土砂による河道上昇前）の河床である。河床変動は、ある程

度まとまった降雨が発生後に、橋梁と河床の距離を実測し前

回計測値と比較することで確認した（図-2）。雨量は、鹿児島

県が高千穂河原に設置した雨量計データを使用した。 

３ 河床変動状況と降雨量の関係 

河床変動状況と日雨量の関係を図-3 に示した。対象期間内

は、6/16 日に日雨量 270mm を観測するなど複数回の強い降雨

が発生した。その結果、モニタリング地点の河床は、各観測

期間で最大 60cm 上昇した。対象地点は、噴火以前、顕著な土

砂流出が確認されていないことから、中岳谷流域に堆積した

降灰等の降下火砕物が降雨により流出したと想定される。 
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図-1 調査箇所位置図 
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図-2 河床モニタリング箇所の変動状況（平成23年 6月 15日～22日間の降雨による変化）
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河床上昇量と上昇期間の雨量の関係について整理し

た結果、最大時間雨量 25mm/ｈ以上、最大 3 時間雨量

65mm/3ｈ以上の降雨で比較的大きな河道上昇が発生し、

土砂移動が顕著になる傾向が確認された（図-4）。 

４ 流出土砂の粒度分析結果 

6/15～22、6/25～27、7/4～6 の 3 期間に流出した土

砂、及びモニタリング地点周辺斜面に堆積している降

下火砕物の粒度分析を実施した結果、流出した土砂は、

砂～礫分の粒度を主体とし、斜面に堆積している降下

火砕物より、礫分比率が多い傾向が認められた。 
また、3 期間に流出した土砂の粒度を比較した結果、

最も河床上昇量（50cm）及び最大時間雨量（52ｍｍ/
ｈ）が大きかった 6/15～22 間の流出土砂の礫分比率

が大きい傾向が認められた（図-5）。 
５ まとめと今後に向けて 

・ 対象渓流では、最大時間雨量で 25mm/h 以上、最大

3 時間雨量で 65mm/3h 以上の降雨で土砂移動が顕

著になる傾向が確認された。 

・ 流出した土砂の粒度は、モニタリング地点周辺斜

面に堆積した土砂に比べて粗粒な傾向がある。ま

た、同じ流出土砂の中でも最大時間雨量が最も大

きい降雨が発生した期間に流出した土砂が粗流な

傾向が確認された。 

鹿児島県では、H24 年 1 月に対象箇所に監視カメラ

を設置した。今後は、土砂流出状況を継続的に確認で

きることを活用して、雨量と土砂移動状況の関係につ

いて詳細なモニタリングを継続していく予定である。 
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図-3 日雨量と河床変動高の変化 

図-4 最大時間雨量･最大 3 時間雨量と変動高の関係 

図-5 粒度試験結果 
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